
●受講料●１名〈税込、昼食代、資料代含む〉 

正会員 37,800 円 本体価格 35,000 円 

一 般 41,040 円 本体価格 38,000 円 

 
●会員企業のご確認、その他セミナーに関するご不明な 

点につきましては、当会ホームページより〔ＴＯＰ〕→ 

〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。 

●お申し込み後、開催日１週間～１０日前までに受講

票・請求書をお送り致します。 

●最少催行人数に満たない場合は、中止とさせていただ

くこともありますので、ご了承下さい。 

●お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますの

で、ご都合が悪くなった場合は、代理出席をお願い致し

ます。 

●ＦＡＸでお申込みの際「０（ゼロ）発信のＦＡＸ機」

ご使用の場合は、必ず「Ｏ」を押してから弊会 FAX 番

号の入力をお願いします（別番号への誤発信にご注意く

ださい）。 

一般社団法人企業研究会  
担当：薄井  E-mail  usui@bri.or.jp 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 

TEL 03-5215-3516   FAX 03-5215-0951 

 
【経営に役立つ会計講座】 

ソフトウェアビジネスの会計実務 
～収益認識、原価計算、資産計上と減価償却の方法、ビジネス形態ごとの利益管理手法を平易に解説～ 

 

●日 時●   ２０１９年 ３月 １３日（水） １０：００～１７：００ 
 

●会 場●   東京・麹町『企業研究会セミナールーム』 
 

講  師   太陽有限責任監査法人  

パートナー 公認会計士 柴谷 哲朗 氏 

 

 

 

◆ 開催にあたって                                    
 
 
 
 
 
 

 

 

≪詳細は裏面をご覧ください≫ 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

http://www.bri.or.jp 

 本講座は経営に役立つ会計講座として、ソフトウェアに関する一連の会計実務について整理し、体系的に学べる 

プログラムです。主にソフトウェア取引の収益認識、ソフトウェアの制作費用に関する会計処理（ソフトウェアの資産 

計上や減価償却の方法等）、ソフトウェアビジネスの形態ごとの利益管理の手法と会計実務との関連、税務上の 

取り扱い等を詳しく解説いたします。 

企業会計基準第 29 号「収益認識に関する会計基準」適用への準備にも活用して頂ける内容になっております。 

日々の実務で生じる課題解決の機会として、本講座を是非ご活用下さい。 

お申込みは当会ホームページから  

 

1 8 1 6 0 0 - 0 6 0 6 （ ※ ）   2 0 1 9 . 3 . 1 3   

申込書 ソフトウェアビジネスの会計実務 

会社名 
フリガナ 

住 所 
〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

ご氏名 
フリガナ 所 属 

役 職 

 

Ｅ-mail 

ご氏名 
フリガナ 所 属 

役 職 

 

Ｅ-mail 

＊お客様の個人情報は、本研究会に関する確認・連絡、および当会主催のご案内をお送りする際に 
利用させて頂きます。 

 

【経 歴】 1991 年中央大学商学部卒業。1998 年公認会計士登録。中央青山監査法人を経て、 
【経 歴】 太陽有限責任監査法人に所属。平成 20 年 8 月にパートナーに就任し、現在に至る。 
【経 歴】 ソフトウェアをはじめ、コンテンツ等の会計実務を専門としている。 
【著 書】 「ソフトウェアビジネスの会計実務」（共編著、中央経済社）、他論文多数。 

企業研究会セミナー 検 索 



ソフトウェアビジネスの会計実務 
 

 
● プ ロ グ ラ ム ●  

 

 

■講師： 太陽有限責任監査法人 パートナー 公認会計士 柴谷 哲朗 氏 

 
 

 

１０：００ 

 

 

 
 
 
 
 

１2：００ 

 
昼食休憩 

 

１３：００ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１７：００ 

 

Ⅰ．ソフトウェア取引の制度会計 
１．ソフトウェア会計に関する制度概要 
２．会計制度委員会報告第 12 号 

「研究開発費及びソフトウェアの会計処理に関する実務指針」の解説 
３．実務対応報告 17 号 

「ソフトウェア取引の収益の会計処理に関する実務上の取り扱い」 
（企業会計基準委員会）の解説 

４．企業会計基準第 15 号「工事契約に関する会計基準」の解説 

 

Ⅱ．ソフトウェアの収益認識に関する会計実務    

１．様々なソフトウェア取引の種類 

２．受注制作ソフトウェアの売上計上に関する会計実務 

３．受注制作ソフトウェアにおける工事進行基準の会計実務 

４．市場販売ソフトウェアの売上計上に関する会計実務 

５．ソフトウェアを利用したサービス提供取引（クラウドサービス）の売上計上に 

関する会計実務 

 

Ⅲ．ソフトウェアの制作費用に関する会計実務 

１． 資産性の判断基準 

２． 原価の範囲と間接費の取扱い 

３． 受注制作ソフトウェアの原価計算の実務 

４． 市場販売目的のソフトウェアの原価計算の実務（研究開発費の会計実務） 

５． 機器組み込みソフトウェアの原価計算の実務 

６． サービス提供目的のソフトウェアの原価計算（資産計上の範囲）の実務 

 

Ⅳ．ソフトウェア制作ビジネスにおける利益管理の手法と会計実務との関連 

１． 受注制作ソフトウェアの一般的な利益管理手法の会計実務への活かし方 

２． 市場販売ソフトウェアの一般的な利益管理手法の会計実務への活かし方 

 

                  ※講義終了後、個別のご質問もお受けいたします。 

 


